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私たちの町のボランティア紹介⑪

　臥竜切手サークルは、町内の小・中学校や特別支援

学校、一般の方などから切手の提供を受け、その切手

を外国のもの、日本のもの、台紙のありなしといった

仕分けをし、県内の盲老人ホームへ寄贈することで、

ホーム運営の手助けをしています。

　現在会員数は、6名。珍しい切手を発見したり、喜

んでくれる人たちがいることが活動の楽しみであると

いいます。臥竜切手サークルでは、現在会員を募集し

ています。興味のある人は、社会福祉協議会までご連

絡ください。

臥
がりゅう

竜切手サークル



一般会計
95億4千300万円

用
語
解
説

一
般
会
計

　

町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
会
計
で
、
行

政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
特
定
の
事
業
を
行
う
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税

　

所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、

た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
の
額
を
、
国
が
各

地
方
公
共
団
体
に
人
口
、
面
積
、
財
政
力

な
ど
に
応
じ
て
交
付
し
ま
す
。
使
い
道
は
、

各
団
体
が
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

町
債

　

町
が
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
て
い
る
お
金

で
す
。
原
則
と
し
て
、
道
路
や
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
の
整
備
資
金
に
充
て
る
も
の

で
す
。

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

町
で
行
う
事
業
に
対
し
て
国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
使
い
道
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
の
福
祉
や

医
療
助
成
な
ど
の
経
費
で
す
。

平
成
23
年
度

当
初
予
算
の
概
要

　

い
よ
い
よ
平
成
23
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
様
ざ
ま
な
施
策
を
盛

り
込
ん
だ
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対前年比
６億２千300万円　7.0%増

項目 予算額 前年度比較増減額

自

主

財

源

町税 3,724,620 △ 138,217

町民税 1,835,821 △ 134,950

固定資産税 1,528,976 1,359

軽自動車税 55,531 1,405

町たばこ税 181,160 △ 4,935

入湯税 256 1

都市計画税 122,876 △ 1,097

分担金及び負担金 122,565 △ 14,214

使用料及び手数料 57,373 798

繰入金 247,578 134,083

繰越金 150,000 0

その他 127,232 20,697

財産収入 25,153 △ 961

寄附金 2 0

諸収入 102,077 21,658

項目 予算額 前年度比較増減額

依

存

財

源

地方交付税 1,660,000 250,000

町債 1,166,300 48,000

国庫支出金 1,092,945 214,623

県支出金 562,887 63,230

その他 631,500 44,000

地方消費税交付金 340,000 40,000

地方譲与税 106,000 5,000

地方特例交付金 58,000 5,000

自動車取得税交付金 35,000 0

ゴルフ場利用税
交付金

70,000 △ 10,000

利子割交付金 12,000 2,000

株式等譲渡所得
割交付金

1,000 0

配当割交付金 4,000 2,500

交通安全対策特
別交付金

5,500 △ 500

（単位：千円）

町税　39.0％
・町民税
・固定資産税
・軽自動車税
・町たばこ税
・入湯税
・都市計画税

自

主

財

源

依

存

財

源
分担金及び負担金　1.3％

使用料及び手数料　0.6％

繰入金　2.6％
繰越金　1.6％その他　1.3％

地方交付税

町債

国庫支出金

県支出金
その他　6.6％

17.4％

12.2％

11.5％

5.9％

歳入合計
95億

4,300万円

　当初予算の概要
平成23年度

地
方
交
付
税

町
債

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

民
生
費
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平成23年度予算の概要は？

総
務
費

　

税
務
事
務
や
住
民
窓
口
、
選
挙
な
ど
に

係
る
経
費
で
す
。

土
木
費

　

道
路
、
公
園
な
ど
の
建
設
、
整
備
、
維

持
管
理
の
た
め
の
経
費
で
す
。

教
育
費

　

学
校
の
維
持
管
理
、
給
食
な
ど
教
育
全

般
に
係
る
経
費
で
す
。

衛
生
費

　

公
衆
衛
生
、
ご
み
の
収
集
な
ど
に
係
る

経
費
で
す
。

公
債
費

　

町
債
の
返
済
金
で
す
。

歳出合計
95億

4,300万円

　平成23年度の予算は、前年度より約

7.0パーセント、6億2,300万円増加し

ました。

　町の収入は、町税など町が自ら確保す

ることができる自主財源と、地方交付税

や国・県の支出金など、ほかの財源に頼

る依存財源に分けられます。平成23年

度は、町税が大幅に減少したため、国・

県の補助金等の依存財源を積極的に活用

し、予算編成を行いました。

　依存財源のうち、地方交付税が2億

5千万円増加し、国庫支出金が約2億

1,400万円増加しました。

　歳出では、少子高齢化対策を中心に民

生費が9.7パーセント、毛呂山中学校武

道場新築事業を含む教育費が19.1パー

セント、町道整備事業などを含む土木費

が12.6パーセント増加しました。また

庁舎の耐震工事が２年目となる総務費は

6.5パーセント減少しました。

平成23年４月１日現在の人口３万6,353人で算出

消防費
16,241円

衛生費
22,459円

教育費
30,602円

総務費
36,390円

民生費
83,919円

農林水産業費
  3,384円

町民１人あたりに使われるお金は　

合計２６万２,５０９円

項目 予算額 前年比較増減額

民生費 3,050,713 270,661

土木費 1,446,554 161,775

総務費 1,322,882 △ 91,383

教育費 1,112,475 178,419

衛生費 816,436 44,741

公債費 764,374 16,519

消防費 590,398 18,121

農林水産業費 123,029 △ 12,988

その他 316,139 37,135

議会費 128,325 28,387

諸支出金 102,029 9,468

商工費 42,747 1,280

労働費 33,032 △ 2,000

予備費 10,000 0

災害復旧費 6 0

民生費

農林水産業費 その他

消防費

公債費

衛生費

教育費

32.0％

3.1％
1.3％

6.2％

8.0％

8.6％

11.7％

土木費
15.2％

総務費
13.9％

　当初予算の概要
平成23年度

総
務
費

土
木
費

教
育
費

衛
生
費

公
債
費

その他
  8,696円

公債費
21,026円

土木費
39,792円

（単位：千円）
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　自然と都市が調和し、道路や公園、交通環境が整備

され、美しい景観づくりや水辺環境の創造を進め、ま

た、防災対策の充実をはじめとし、防犯活動や交通安

全活動などを住民と協働して推進し、環境に配慮した

快適な生活の実現を支援します。

【主な事業】
・埼玉西部環境保全組合負担金　　 4億457万5千円

・農道・用排水路改良事業　　　   　　  2,130万円

・武州長瀬駅北口周辺地区整備事業 5億7,192万6干円

・町道整備事業 　　　　　　　　2億3,170万8千円

・西入間広域消防組合負担金　　　　 5億8,091万円

　農林業、観光、商工業の振興支援や、住民などが取

り組む起業活動を支援します。

【主な事業】
・マスコットキャラクター経費　　　　　　115万円

・もろもろまちおこし事業補助金　　　　　  50万円

・商工会補助金　　　　　　　　　　　　　754万円

・産業まつり補助金　　　　　　　　　　　300万円

・森林整備加速化・林業再生事業業務委託料  890万円

・サマーフェスティバル補助金　　　   　　155万円 

　地域における支え合いを基盤として、一人ひとりに

対応できるきめ細やかな健康づくり活動や、少子高齢

社会などに対応する福祉活動を支援します。

【主な事業】
・自立支援医療給付費　　　　　　　　　4,271万円

・介護給付費・訓練等給付費　　 2億8,962万6千円

・こども医療費　　　　　　　　　　　　6,603万円

・民間保育所運営委託料　　　　 2億6,919万6千円

・子ども手当　　　　　　　　　　　 6億9,258万円

・重度心身障害者医療費　　　　　　 6,961万6千円

・各種検診・予防接種委託料　　　　 9,895万8干円

　住民が町の文化を自ら創り上げるという気風が育ま

れるよう、生涯学習活動を支援します。また、一人ひ

とりに応じた教育の充実を図るため、家庭、地域、幼

稚園、保育園、小学校、中学校の連携と、本町ならで

はの特色ある教育を推進します。

【主な事業】
・小学校トイレ改修工事　　　　　　　　2,000万円

・小・中学校校舎等修繕　　　　　　　　1,420万円

・私立幼稚園就園奨励費補助金　　　 3,616万4千円

・標準学力検査委託料　　　　　　　　 213万1千円

・就学援助金　　　　　　　　　　　 2,179万3干円

・小・中学校パソコン機器借上料　　　　2,436万円

・英語指導委託料　　　　　　　　　　 786万3千円

・史跡崇
す う と く じ

徳寺跡購入費　　　　　　　 1,359万2千円

　住民が正確な情報を共有し、隣近所で活発な住民活

動が展開でき、さらに男女共同参画や住民の交流活動

を促進し、簡素で効率的な行財政運営や広域的なまち

づくりを進めます。

【主な事業】
・庁舎耐震補強工事　　　　　　　　 2,327万8千円

・町内循環バス運行事業　　　　　　　　1,068万円

・コミュニティ施設特別整備事業補助金 1,272万1千円

・固定資産税評価資料作成業務委託料 1,258万2千円

・町長選挙　　　　　　　　　　 　　1,184万7千円

・県知事選挙　　　　　　　　　　　 1,222万5千円

・町議会議員選挙　　　　　　　　　 1,427万3千円

住民と行政の協働によるまちづくり

健康で安心して暮らせるまちづくり

自然と共生した安全で快適なまちづくり

元気に仕事ができるまちづくり

学びを未来に活かすまちづくり

平成23年度に
　　　実施する主要な事業を紹介します!

　当初予算の概要
平成23年度
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町
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
４
つ
の
特
別
会
計
と
企
業
会
計
で
あ
る
水

道
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
予
算
で
す
。
保
険

料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
で
ま
か
な
わ
れ
、
一
般
会
計
と
は
独
立
し
た

経
理
会
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特別会計
国民健康保険特別会計

…45億1,658万円（前年度比6.1％増額）

介護保険特別会計
…16億5,972万2千円（前年度比7.1％の増額）

農業集落排水事業特別会計
…2,733万4千円（前年度比4.8％の減額）

水道会計

【水道事業収益】
　水道料金など
　予 算 額／7億8,992万5千円
　前年度比／0.6％の増額
【水道事業費用】
　水道施設維持管理、県水受水費など
　予 算 額／7億7,021万3千円
　前年度比／2.1％の増額

【資本的収入】
　国庫補助金など
　予 算 額／1,093万5千円
　前年度比／94.6％の減額
【資本的支出】
　配水施設整備など
　予 算 額／4億4,809万1千円
　前年度比／41.9％の減額

後期高齢者医療特別会計
…2億6,321万6千円（前年度比1.9％の増額）

　農村地域の生活向上を図るために、汚水の処理を行い

ます。現在は主要な処理施設の建設が終了し、施設維持

管理費用が中心となっています。

　高齢者が安心して医療が受けられるように制度の維持、

運営に使われます。

　介護を必要とする人や介護予防が必要な人が、安心し

て生活を送れるように、総合的な介護サービスを行うた

めに使われる予算です。

　医療保険制度の基礎的役割を果たしています。いざと

いうときに安心して医療を受けられるようようにするた

めに使われる予算です。

　日常生活に欠かせない生活用水を安全供給す

るための予算です。とくに老朽管の布設替えな

どを積極的に行います。

　当初予算の概要
平成23年度
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矢野美雪さん

　

毛
呂
山
町
の
皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
、
矢

野
美
雪
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
「
も
ろ
丸

く
ん
」
を
通
じ
て
毛
呂
山
町
と
ご
縁
を
結

ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
春
の
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
を
見
学
す
る
こ

と
と
、
も
ろ
丸
く
ん
に
会
う
こ
と
を
楽
し

み
に
初
め
て
毛
呂
山
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
春
の
流
鏑
馬
は
中
止
と
な

り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
も
ろ
丸

く
ん
」
と
は
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
充
実
し
た
２
日
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

毛
呂
山
町
で
は
、
出い

ず

も雲
伊い

わ

い

波
比
神
社
や

桂
木
観
音
、
箕
和
田
湖
な
ど
を
訪
れ
ま

し
た
。
訪
れ
た
ど
の
場
所
も
空
気
が
澄
ん

で
お
り
、
毛
呂
山
町
は
と
て
も
自
然
を
大

切
に
し
て
い
る
町
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
わ
た
し
の
住
む
京
都
府
京

き
ょ
う

田た

な

べ辺
市
は

宅
地
開
発
が
進
み
多
く
の
自
然
が
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
自
然
が
大
切
に
さ

れ
、
穏
や
か
に
流
れ
る
時
間
を
感
じ
ら
れ

る
毛
呂
山
町
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
念
願
の
「
も
ろ
丸
く
ん
」
と
の

初
対
面
で
す
。
想
像
し
て
い
た
以
上
に
可

愛
く
て
、
思
わ
ず
抱
き
つ
き
た
く
な
り
ま

し
た
。
「
も
ろ
丸
く
ん
」
に
は
毛
呂
山
町

の
伝
統
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
各
地
に
残
る
日
本
の
文
化
に
も
広

く
目
を
向
け
て
、
人
の
心
を
未
来
に
つ
な

げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
ず
か
２
日
間
の
訪
問
で
し
た
が
、
毛

呂
山
町
の
皆
さ
ん
が
優
し
い
心
で
接
し
て

く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
と
て
も
穏
や
か
に

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
流
鏑
馬
は
一
度
は
見
て
み
た
い
で
す

し
、
春
や
秋
と
い
っ
た
違
っ
た
季
節
の
毛

呂
山
町
に
も
会
っ
て
み
た
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

絵
を
描
い
て
い
な
け
れ
ば
お
そ
ら
く
一

生
出
会
う
こ
と
の
な
か
っ
た
町
で
す
が
、

実
際
に
訪
れ
、
皆
さ
ん
か
ら
様
ざ
ま
な
お

話
を
聞
く
う
ち
に
わ
た
し
と
毛
呂
山
町
が

完
全
に
無
縁
で
は
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
私
が
毛
呂
山
町
を
第
二
の
故
郷
だ
と

公
言
し
て
も
、
毛
呂
山
の
皆
さ
ん
が
恥
ず

か
し
く
思
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
真
面
目
に

素
直
に
、
「
あ
り
が
と
う
」
を
忘
れ
ず
に

こ
れ
か
ら
も
創
作
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

箕和田湖にて

桂木観音にて

鮮やかな色彩に目を奪われました

日が暮れるまで時間を潰
つぶ

してみ

たいと思える場所でした

出雲伊波比神社にて

厳かな空気に想像力をかきたて

られる趣
おもむき

がありました

「もろ丸くん」と一緒に

見た目だけでなく足音まで愛ら

しかったです

毛
呂
山
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
も
ろ
丸
く
ん
」
作
者

３
月
12
、
13
日
の
２
日
間
に
「
も

ろ
丸
く
ん
」
の
作
者
矢
野
美
雪
さ

ん
が
毛
呂
山
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
町
内
各
地

を
巡
り
、「
も
ろ
丸
く
ん
」
と
も
初

対
面
を
し
ま
し
た
。

矢や

の野
美み

雪ゆ
き

さ
ん
のおごそ

毛
呂
山
探
訪
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特
wadai-no tokusen　CAMERA　REPORT

わだいの　　 選

プ『毛呂山小学校の車椅
い

子
す

贈
ぞう

呈
てい

式
しき

』
ルタブが車椅子に変身�

　3月18日、

毛呂山小学校か

ら社会福祉協議

会へ、車椅子１

台が贈られまし

た。この車椅子

は、毛呂山小学

校が平成20年

度から３年間かけて集めた空缶のプルタブを換金し、

購入したものです。多くの人の協力により、429キロ

グラムを超える量のプルタブが集まりました。人のた

めに出来ることがあるということを学んだ生徒の皆さ

ん。今後は、ペットボトルのキャップを集め、ワクチ

ン提供に役立てる活動を実施していきます。

『手づくり絵本教室』
本づくりにチャレンジ�

　3月6日から4回にわたり、図書館で『手づくり絵本

教室』が行われました。およそ10人が参加し、グラ

フィックデザイナーの高
たか

垣
がき

美
み

和
わ

子
こ

さんから絵本の作り

方を教わりました。参加した人たちは、自分で考えた

お話をもとに、紙や色鉛筆などの身近な材料を使って

絵を描き、本に仕上げました。初めての作業にも根気

よく取り組み、少しずつ完成に近づいていく工程を楽

しんでいました。オリジナリティーあふれる作品が出

来上がり、子ど

もも大人も、世

界にひとつだけ

の絵本を手に嬉

しそうにしてい

ました。

絵

始まっています　地域内交流！
　

第
一
団
地
は
、
１
区
～
３
区
、
４
Ａ
区
、

４
Ｂ
区
、
そ
し
て
５
区
と
６
つ
の
区
に
分

か
れ
て
お
り
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
も
そ
れ

ぞ
れ
の
区
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
行
っ
て
い

る
。
芋
煮
会
や
警
察
に
よ
る
防
犯
講
習

会
、
演
芸
会
な
ど
を
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

サ
ロ
ン
に
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
る
そ

う
だ
。
し
か
し
、
参
加
す
る
人
は
毎
回
同

じ
で
、
参
加
し
な
い
人
や
で
き
な
い
人
が

多
く
い
る
。
現
在
の
課
題
は
、
そ
う
い
っ

た
人
に
参
加
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る

と
い
う
。

　

そ
こ
で
第
一
団
地
は
、
年
に
１
回
敬
老

の
日
に
あ
わ
せ
て
、
全
地
区
連
合
で
大
規

模
な
「
敬
老
会
」
を
催
し
て
い
る
。
対
象

者
は
実
に
３
０
０
人
も
い
る
と
い
う
。
参

加
者
に
は
弁
当
と
記
念
品
を
、
不
参
加
者

に
は
記
念
品
を
出
し
て
い
る
。
「
こ
の
方

法
で
あ
れ
ば
、
参
加
で
き
る
人
と
参
加
で

き
な
い
人
と
の
公
平
性
が
、
多
少
な
り
と

も
図
れ
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
第
一
団
地

の
古
澤
連
合
区
長
は
語
っ
て
く
れ
た
。
実

際
、
参
加
者
も
不
参
加
の
人
も
喜
ん
で
く

れ
て
い
る
と
い
う
。
「
団
地
全
体
で
敬
老

会
を
開
く
と
、
今
ま
で
各
地
区
の
サ
ロ
ン

に
参
加
し
な
か
っ
た
人
が
出
て
く
れ
た
り

す
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
っ
た
人
か
ら
久

し
ぶ
り
に
友
達
に
会
え
て
よ
か
っ
た
な
ど

と
の
意
見
を
い
た
だ
く
と
主
催
し
た
方
も

嬉
し
く
な
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
た
。

　

第
一
団
地
は
、
細
分
化
さ
れ
６
地
区
に

分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
配

布
物
が
早
く
回
覧
さ
れ
る
な
ど
の
利
点
が

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
枠
だ
け
に

と
ら
わ
れ
ず
、
高
齢
者
に
対
す
る
対
策
な

ど
を
第
一
団
地
と
い
う
広
い
視
点
で
と
ら

え
、
地
域
の
諸
問
題
を
考
え
て
い
る
地
区

で
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
取
組
を
起
点
に
し
て
、

「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
地
区

割
り
に
と
ら
わ
れ
ず
隣
近
所
が
声
を
掛
け

合
え
る
団
地
へ
と
、
少
し
ず
つ
変
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。

参加者に大好評だった昨年の敬老会の様子
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「
第
一
団
地
・
敬
老
会
」（
連
合
い
き
い
き
サ
ロ
ン
）

　

多
く
の
人
を
対
象
に
す
る
こ
と
で
多
く
の
参
加
者
を
募
る
�



　　　 浴剤会社の社員が長年の研究
によりわかった「正しいお風呂の入
り方」を大公開!　心身の疲労回復
やダイエットなど、目的別の入浴術
などを紹介。いつものお風呂がちょっ
とだけ楽しくなる一冊」

「入

『お風呂の達人　バスクリン社員が　
　　　　　教える究極の入浴術』
石川　泰弘／著　草思社／出版

親子で一緒に体操したり、工作したり楽しく遊びましょう!

日　時　火曜コース／5月24日（火）から毎週火曜日
　　　　木曜コース／5月26日（木）から毎週木曜日
　　　　（各コースともに全7回）
時　間　午前10時15分～11時30分
内　容　体操、お絵かき、工作ほか
対　象　3、4歳児前後（平成19年4月2日～平成20年9月
　　　　30日生まれの子とその母親）。対象外の人はご相
　　　　談ください。
定　員　先着15組。なるべく全日程参加できる人。
　　　　（参加者が少ない場合、どちらかのコースに変更
　　　　または中止の場合があります）
申込み　5月10日（火）午前9時から児童館で受付（電話
　　　　可）※申込みは1人1組とさせていただきます。

日　時　5月14日（土）午前9時30分～
対　象　幼児、小学生とそのお父さん（家族で参
　　　　加も大歓迎です）
内　容　バナナオムレツ
費　用　1人150円
持ち物　トッピング用フルーツ、飲み物
申込み　5月12日（木）までに、費用をそえて児
　　　　童館へお申し込みください。　

　5月5日（祝）こどもの日は1日開館しています。今年
は「生クリームがバターに変身!」というイベントを行
います。詳しくは、児童館にお問い合わせください。
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日　時　5月14日（土）
　　　　午後2時～3時25分
定　員　先着50人
内　容 「アイス・エイジ」
　2万年前の氷河期。ヘソ
　曲がりのマンモスら3匹
　が、迷子になった人間の
　赤ちゃんを発見。ファミ
　リーに届ける旅が始まる。

日　時　5月28日（土）
　　　　午後2時～2時30分
内　容　おはなし、絵本の
　読み聞かせ、紙芝居など
対　象　1歳から小学生ま
　で。小さなお子さんは、
　保護者同伴でご参加くだ
　さい。

℡(295)4111

ぼくらのキャンパス
347　光山小学校

■おはなし会■子ども映画会

■遊びにおいでよ！   ぴょんぴょん広場

5月の休館日

■本の紹介

図書館へ行こう

貸出点数（貸出期限）
　図書・雑誌・紙芝居など／1人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人5点まで（2週間）

℡(295)1015

毎週月曜日および6日（金）、
30日（月）～6月3日（金）は
蔵書点検期間のため休館します。

児童館へ行こう 5月の休館日

日　時　5月11日（水）、18日（水）　
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　2歳前後の子とその保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

毎週日・月曜日および3日㈷、
4日㈷

■父親クラブ
■「幼児クラブ」に参加しませんか？

「楽しい町」 ３年　亀
かめ

田
た

　蒔
し

円
おん

さん

「ぼくのワニが
 さかなをゲットした」　２年　大沢　英

えい

祐
すけ

くん

２年　柿
かき

澤
ざわ

　心
み れ い

伶さん
「しゃぼんだまいっぱい」
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毛呂本郷　　　小林  明弘

小
こ だ や

田谷　　　　髙
たかばたけ

畠  和美

長瀬一　　　　福田　敬
けい

長瀬二　　　　平野　正美

長瀬三　　　　森　　徹
とおる

前久保　　　　安
やすにし

西　豊
と よ き

毅

沢田　　　　　大澤　公
きみよし

好

平山　　　　　根本　浩

大
だ い し

師一　　　　大野　宣
のりゆき

之

大師二　　　　秋
あ き わ

和　敏彦

滝
た き の い り

ノ入　　　　大野　幹夫

阿
あ す わ

諏訪　　　　伊
い り

理　定夫

大
お お や ぎ

谷木　　　　秋本　忠

葛
つづらぬき

貫　　　　　高
たかやなぎ

柳　雅之

権現堂　　　　小山　洋子

宿
しゅくや

谷　　　　　市川　武夫

川角　　　　　松井憲一郎

玉
ぎょくりんじ

林寺　　　　小室　邦
くにひと

人

苦
にがばやし

林　　　　　金子　義
よしひろ

博

大類　　　　　粟
あ わ た

田　秀彦

西大久保　　　岡野　勉

市場　　　　　山﨑　均

下川原　　　　酒巻　清

西
さ い ど

戸　　　　　亀井　清

箕
み の わ だ

和田　　　　関口登
と み じ

美壽

第一団地１　　畑
はたなか

中　泉

第一団地２　　小室千
ち ほ こ

穂子

第一団地３　　小
こ ひ ら

平　吉
よしいち

一

第一団地４Ａ　中本　修

第一団地４Ｂ　古澤　俊夫

第一団地５　　久保　きく

第二団地１　　小久保光雄

第二団地２　　黒川みき子

第二団地３　　植村　ヤス

第二団地４　　豆
ま め だ

田　一枝

第二団地５　　森井　久志

第二団地６　　大野　文
ふみよし

允

毛呂山台　　　横澤　誠

学園台　　　　新井　正幸

第三団地　　　鈴木　光義

角
つ の き

木団地　　　北見勢
せ つ こ

津子

日
にっせい

生団地　　　矢
や は た

幡　時
ときよし

吉

第四団地　　　関口　慶
よしあき

昭

第五団地　　　大野　充
みつる

第六団地　　　國
くにやす

安　利明

岡本団地　　　平林　重利

総
そうにわ

庭団地　　　高橋　幸
さ ち み

美

東
とうはら

原団地　　　山内　要
よういち

一

日
に っ か

化団地　　　平
ひ ら ま

間　勝美

第十三団地　　櫻井　治
じ さ く

作

むさし野自治会　秋
あきにわ

庭　利弘

新南台自治会　立川　隆
たかし

ゆずの木台　　大
おおつぼ

坪　忠雄

旭台団地北　　大友　清
せいいち

一

第九団地　　　大山　行
こ う じ

二

双
ふ た ば

葉団地　　　平沢　準
じゅんや

也

旭台（大）　　吉澤　平
へ い た

太

旭台　　　　　根岸　賢次

旭台団地南　　市
い ち ぎ

木　貴
たかのり

徳

第七団地　　　松浦　幸
ゆ き こ

子

西
にしはら

原団地　　　増田　精
せ い じ

次

平山ニュータウン　辻　　和宏

いわい団地　　飯
い い ぼ し

干喜代子

谷
や ば た

端団地　　　未定

シャルマンコーポ毛呂山自治会

　　　　　　　大
おおくま

隈　恵子

ジョイム毛呂山　　　北川　弘
ひろのぶ

宣

目白台自治会　片
かたぎり

桐　逸
い つ お

夫

平成23年度の区長さんを紹介します
問　役場総務課自治振興係　ｔ（295）2112　内線314

平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
課
長

級
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）
の
異
動
と
、
退
職
者
お
よ
び
新
規
採
用
職
員
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

課
長
級
（
順
不
同
。
敬
称
略
）

▽
参
事
兼
総
務
課
長　

加
藤
勉
（
参
事
兼

秘
書
広
報
課
長
）　

▽
参
事
兼
産
業
振
興

課
長　

岩
田
正
彦
（
産
業
振
興
課
長
）　

▽
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼
会
計
課
長　

新

井
進
（
下
水
道
組
合
局
長
）　

▽
参
事
兼

企
画
財
政
課
長　

武た

け

の

や

野
谷
博
之
（
企
画
財

政
課
長
）　

▽
参
事
兼
教
育
総
務
課
長　

八
木
原
睦

む
つ
み

（
生
涯
学
習
課
長
）　

▽
西
入

間
広
域
消
防
組
合
次
長
兼
総
務
課
長　

粟あ

生お
う

田だ

義
行
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▽
生
涯
学
習
課
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長

村
木
功

い
さ
お

（
歴
史
民
俗
資
料
館
長
）　

▽
秘

書
広
報
課
長　

村
本
英
明
（
総
務
課
副
課

長
）　

▽
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
長　

岡
野

昭
弘
（
企
画
財
政
課
企
業
誘
致
担
当
専
門

員
兼
副
課
長
）　

▽
高
齢
者
支
援
課
専
門

員　

岡
野
鈴
代
（
高
齢
者
支
援
課
副
課
長
）

▽
子
ど
も
課
専
門
員　

仲
島
尚
一
（
子
ど

も
課
副
課
長
）　
　

退
職
者
（
３
月
31
日
付
け
）

▽
髙こ

う
さ
か坂

純
一
（
参
事
兼
総
務
課
長
）　

▽

伊
藤
昭
一
郎
（
参
事
兼
教
育
総
務
課
長
）

▽
小
峰
隆
（
参
事
兼
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

長
）　

▽
初
野
進
（
産
業
振
興
課
副
課
長
）

▽
比
留
間
純
子
（
上
町
保
育
園
長
）　

▽

原
之ゆ

き
の
り典

（
西
入
間
広
域
消
防
組
合
次
長
兼

総
務
課
長
）　

▽
髙
橋
光
代
（
旭
台
保
育

町
民の皆さんと町とのパイプ役として働いていただく区長さんをお知らせします。皆さんが生活してい

る地域のことなどで、困っていることや気がついたこと、町に対する要望などがありましたら、区長

さんまでご相談ください（敬称略）。

園
主
任
保
育
士
）　

▽
服
部
ひ
と
み
（
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）　

▽
大お

お
ざ
と
は
る
や
す

里
治
泰
（
学

校
教
育
課
長
・
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
帰

任
）　

▽
向む

か
い
だ田

正
人
（
教
育
セ
ン
タ
ー
指

導
主
事
・
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
帰
任
）

▽
新
井
孝こ

う

じ治
（
総
務
課
主
任
）　

▽
前
野

恵
美
子
（
若
草
保
育
園
主
任
保
育
士
）　

▽
中な

か

や谷
沙
織
（
税
務
課
主
任
・
日
高
市
へ

帰
任
）　

新
規
採
用
者

▽
学
校
教
育
課
長　

髙
沢
佳
弘
（
埼
玉
県

教
育
委
員
会
よ
り
派
遣
）　

▽
ま
ち
づ
く

り
整
備
課
専
門
員　

錦に
し
き
ど戸

陽
介
（
埼
玉
県

よ
り
派
遣
）　

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
主

事　

太
田
久
美
子
（
埼
玉
県
教
育
委
員
会

よ
り
派
遣
）　

▽
税
務
課
主
事
補　

下
田

純
一　

▽
高
齢
者
支
援
課
主
事
補　

山
口

裕ひ

ろ

き己　

▽
教
育
総
務
課
主
事
補　

坂
本

拓た

く

ま馬　

▽
福
祉
課
主
事
補　

小
島
久
美
子

▽
高
齢
者
支
援
課
主
事
補　

田
島
利り

さ佐　

▽
住
民
課
主
事　

森
田
千
絵　

▽
税
務
課

主
事　

岩
田
大だ

い
す
け佑　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
保

健
師　

山
口
恵
里　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
栄

養
士　

鈴
木
佐
代
子　

▽
若
草
保
育
園
栄

養
士　

小
島
し
の
ぶ　

▽
歴
史
民
俗
資
料

館
学
芸
員　

植
田
雄ゆ

う

き己　

▽
税
務
課
主
任

　

関
根
大
介
（
鶴
ヶ
島
市
よ
り
）

問　

役
場
総
務
課
職
員
係　

ｔ
２
９
５―

２
１
１
２　

内
線
３
１
６

インフォメーション
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■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会) ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

休日納税窓口　5月29日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

納税・納入窓口を開設します

日･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　5月29日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
 介護保険料

広報もろやま  4月20日号

　　

町
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
と
な
る
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
改
定
版
）
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

計
画
に
は
、
町
全
体
や
地
域
の

将
来
像
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
計
画
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
整

備
課
と
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
場
所　

行

政
情
報
→
計
画
→
都
市
基
盤
・

生
活
環
境
分
野

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
都

　

市
計
画
係
ｔ
内
線
１
４
２
・
１

　

４
３

〜
森
林
整
備
加
速
化
・

　
　
　
　
　
　

林
業
再
生
事
業
〜

　

町
で
は
、
森
林
・
林
業
を
再
生

し
、
効
率
的
で
安
定
的
な
林
業
経

営
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

森
林
の
間
伐
を
実
施
し
ま
す
。

　

森
林
の
間
伐
を
希
望
す
る
森
林

所
有
者
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
森
林
の

状
況
な
ど
に
よ
り
、
ご
要
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
２

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
緑

の
募
金
」
は
、
身
近
な
地
域
や
国

内
外
の
様
ざ
ま
な
「
森
づ
く
り
・

人
づ
く
り
」
活
動
の
活
性
化
に
活

か
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

「
緑
の
募
金
」
へ
の
参
加
が
得
ら

れ
、
町
民
全
体
で
森
林
を
守
り
育

て
る
運
動
と
し
て
発
展
で
き
ま
す

よ
う
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
町
の
募
金
活
動

は
各
区
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
実

施
し
ま
す
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
２

　　

昨
年
開
始
さ
れ
た
水
田
を
対
象

と
す
る
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対

策
に
続
い
て
、
今
年
度
か
ら
畑
作

物
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
本
格
実

施
し
ま
す
。
交
付
金
の
交
付
を
希

望
す
る
農
業
者
は
、
申
請
書
を
担

当
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
作
物　

米
、
大
豆
、
麦
、
そ

ば
、
な
た
ね
な
ど

対
象
者　

対
象
作
物
の
生
産
数
量

目
標
に
従
っ
て
販
売
目
的
で
生

産
（
耕
作
）
す
る
販
売
農
家

申
請
期
限　

６
月
30
日
木
ま
で

問　

毛
呂
山
町
水
田
農
業
推
進
協

議
会
（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

ｔ
内
線
１
７
２

　

農
作
業
を
通
し
て
の
健
康
づ
く

り
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

余
暇
活
動
の
場
を
創
出
し
、
さ
ら

に
農
地
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

町
で
は
町
民
農
園
を
開
設
す
る
農

家
な
ど
に
対
し
て
、
開
設
費
用
の

補
助
や
開
設
手
続
き
な
ど
の
支
援

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
改
定
版
）
を
策
定
し
ま
し
た

森
林
の
間
伐
に
つ
い
て

『
緑
の
募
金
（
家
庭
募
金
）
運
動
』

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」

に
係
る
交
付
手
続
き
に
つ
い
て

「
町
民
農
園
」
の
開
設
を

支
援
し
ま
す

知
ら

お

せ

information

インフォメーション
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者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
利
用
者

は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
契

約
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
始
ま

り
ま
す
。

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
６
・
１
１
７

　

障
害
者
の
就
労
と
障
害
者
雇
用

を
お
考
え
の
事
業
所
を
応
援
す
る

「
毛
呂
山
町
・
越
生
町
障
害
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
毛
呂
山
町

と
越
生
町
の
広
域
設
置
に
よ
り
、

４
月
１
日
か
ら
開
設
し
ま
し
た
。

を
行
い
ま
す
。

開
設
費
用
の
補
助　

町
民
農
園
開

設
に
か
か
る
費
用
（
資
材
な
ど
）

に
つ
い
て
、
10
ア
ー
ル
当
た
り

５
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

開
設
手
続
き
の
支
援　

町
民
農
園

開
設
に
必
要
な
申
請
書
類
の
作

成
や
利
用
者
の
募
集
、
情
報
の
提

供
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

※
町
民
農
園
と
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
の
住
民
が
小
規
模
の
農
地

を
利
用
し
て
野
菜
や
花
な
ど
を
育

て
る
た
め
の
農
園
で
す
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
２

　

町
が
毛
呂
山
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
し

て
い
た
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施

設
「
あ
い
あ
い
園
」
「
第
２
あ
い

あ
い
園
」
は
、
４
月
１
日
か
ら
「
あ

い
あ
い
滝
ノ
入
作
業
所
」
「
あ
い

あ
い
作
業
所
」
と
名
称
を
改
め
、

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
新

体
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
移
行
し

ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
市
町
村
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
申

請
を
し
て
調
査
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
が
必
要
な
人
に
は
受
給

所
在
地　

川
角
４
４
９
─
１
「
あ

　

い
あ
い
作
業
所
」
内
ｔ
２
９
５

─
２
０
３
０

開
所
日　

月
～
金
（
祝
日
お
よ
び
12

月
28
日
か
ら
１
月
４
日
は
除
く
）

開
所
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

対
象
者　

毛
呂
山
町
、
越
生
町
在

住
の
障
害
者
、
障
害
者
の
就
労
・

実
習
を
希
望
す
る
事
業
所

支
援
内
容　

就
労
に
関
す
る
相
談
、

就
職
の
準
備
、
職
業
開
拓
、
職

場
見
学
や
実
習
、
職
場
定
着
支

援
、
離
職
時
の
調
整
お
よ
び
離

職
後
の
支
援
な
ど

費
用　

無
料
（
実
習
経
費
な
ど
は

本
人
の
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
）

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

　

内
線
１
１
６
・
１
１
７
、
毛
呂

　

山
町
社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２
９

　

５
─
３
１
１
１

　

毎
年
、
５
月
は
赤
十
字
運
動
月

間
で
す
。
日
本
赤
十
字
社
で
は
、

国
内
外
の
災
害
救
援
活
動
、
救
急

法
や
家
庭
看
護
法
の
普
及
、
献
血

事
業
、
医
療
事
業
な
ど
を
、
皆
さ

ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
活
動
資

金
（
社
資
）
に
よ
っ
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
も
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

毛
呂
山
町
分
区
（
事
務
局
▽
役

場
福
祉
課
地
域
福
祉
係
ｔ
内
線

１
１
２
）

　

５
月
か
ら
10
月
ま
で
の
毎
月
第

２
日
曜
日
午
前
９
時
～
正
午
の
講

習
会
は
、
東
公
民
館
へ
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
講
習
会
へ
参

加
希
望
の
人
は
、
講
習
日
に
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
２

～
熊
谷
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
～

　

ニ
ー
ト
な
ど
の
若
者
の
職
業
的

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
的

な
相
談
や
自
立
に
向
け
た
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
適
切
な
支
援

機
関
の
誘
導
な
ど
、
多
様
な
就
労

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

対
象　

15
歳
以
上
40
歳
未
満
の
人

と
そ
の
保
護
者

開
所
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
10

時
～
午
後
６
時

問　

熊
谷
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ｔ
０
４
８
─
５
２
０
─

２
１
７
０

名称等 営業日時 実施事業 定員

あいあい作業所

（旧第２あいあい園）

川角 449 ─ 1

ｔ（295）3045

月～金

午前 9 時～午後 4 時

（祝日および 12 月 28

日から 1 月 4 日は除く）

 就労移行

 支援
10 人

 就労継続

 支援Ｂ型
15 人

あいあい滝ノ入作業所

（旧あいあい園）

滝ノ入 159　

ｔ（295）1256

月～金

午前 9 時～午後 4 時

（祝日および 12 月 28

日から 1 月 4 日は除く）

 就労継続

 支援Ｂ型
15 人

新体系サービス事業所一覧表『
毛
呂
山
町
・
越
生
町
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
ま
し
た

『
あ
い
あ
い
園
』『
第
２
あ
い
あ
い
園
』

が
新
体
系
事
業
所
に
移
行
し
ま
し
た

平
成
23
年
度
日
赤
社
資
募

集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

若
者
の
職
業
的
自
立
を
支

援
し
ま
す

「
菊
づ
く
り
講
習
会
」
開
催

場
所
の
変
更
に
つ
い
て

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

５
月
２
日
月
▽
旭
台
保

育
園
、
９
日
月
▽
若
草
保
育
園
、

16
日
月
▽
上
町
保
育
園　

時
間　

午
前
10
時
～
11
時　

場　

町
立
各
保
育
園　

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
雨

天
時
は
ホ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
）

対　

未
就
園
児
の
親
子　

問　

旭
台
保
育
園
ｔ
２
９
４―

０

　

８
５
７
、
若
草
保
育
園
ｔ
２
９

　

４―

４
８
２
０
、
上
町
保
育
園

ｔ
２
９
４―

６
０
６
６

日　

５
月
19
日
木
、
26
日
木
、
６

月
９
日
木
、
16
日
木
午
前
10
時

～
正
午

講
師　

岩
田
文ふ

み

こ子
さ
ん
（
風
と
た

ん
ぽ
ぽ
主
宰
）

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

定　

20
人

対　

町
内
在
住
・
在
勤
の
人

内
容　

全
４
回
の
講
習
を
と
お
し

て
『
あ
れ
あ
れ
？
』
と
い
う
作

品
を
作
り
ま
す
。
図
書
館
に
見

本
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

２
５
０
０
円
（
材
料
費
）

※
当
日
は
材
料
費
と
か
ん
た
ん
な

裁
縫
セ
ッ
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

４
月
26
日
火
午
前
10
時

　

か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
─
１
０

　

１
５
で
受
付
（
電
話
可
）
。

日　

５
月
11
日
水
午
前
10
時
～
11

時
30
分

講
師　

バ
ラ
愛
好
家　

斉
藤
よ
し

江
さ
ん

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

定　

先
着
30
人

対　

町
内
在
住
・
在
勤
の
人

内
容　

バ
ラ
の
年
間
管
理
（
な
お
、

質
疑
応
答
の
時
間
も
確
保
し
て

あ
り
ま
す
）

申
・
問　

４
月
26
日
火
午
前
10
時

か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
─
１
０

　

１
５
で
受
付
（
電
話
可
）
。

　

「
醤
油
の
仕
込
み
実
演
」
を
見

学
し
ま
せ
ん
か
。
昭
和
前
期
、
毛

呂
山
を
中
心
に
活
躍
し
た
醤
油
づ

く
り
職
人
の
技
を
再
現
し
ま
す
。

見
学
は
自
由
で
す
。

日　

５
月
22
日
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

共
催　

毛
呂
山
醤
油
作
り
サ
ー
ク
ル

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

─
８
２
８
２

　

平
成
19
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
資
料
を
展
示
公
開
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

場　

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
示
室

開
催
期
間　

４
月
29
日
祝
～
５
月

29
日
日
（
予
定
）

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

─
８
２
８
２

　

滝
ノ
入
地
区
に
あ
る
桂
木
寺
に

伝
わ
っ
た
仏
像
・
伝
釈
迦
如
来
坐

像
（
県
指
定
文
化
財
）
は
、
平
安

時
代
の
作
で
、
埼
玉
県
内
は
も
ち

ろ
ん
、
関
東
地
方
屈
指
の
古
い
仏

像
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　

４
月
29
日
祝
～
５
月
29
日

日
（
予
定
）

場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館　

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

─
８
２
８
２

日　

５
月
11
日
水
午
前
10
時
～
正
午

場　

役
場
相
談
室

対　

障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

相
談
内
容　

生
活
上
の
諸
問
題
な
ど

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係

ｔ
内
線
１
１
６
・
１
１
７
、
ｆ

２
９
５
─
２
１
２
６

日　

６
月
12
日
日
午
前
９
時
～
正
午

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
・
問　

５
月
１
日
日
か
ら
31
日

　

火
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

　

─
０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付
。

職
種　

児
童
厚
生
員
（
幼
児
・
児

童
に
遊
び
を
指
導
）

応
募
資
格　

児
童
福
祉
施
設
職
員

養
成
校
の
卒
業
者
、
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
い

ず
れ
か
の
教
諭
資
格
を
持
つ
人
、

保
育
士
資
格
を
持
つ
人

募
集
人
員　

1
人

勤
務
日
時　

火
曜
日
～
土
曜
日

（
日
・
月
・
祝
日
・
年
末
年
始

休
み
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

45
分

賃
金　

時
給
９
０
０
円

採
用
予
定
日　

６
月
１
日

応
募
・
問　

５
月
13
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
資
格

証
明
書
の
写
し
を
児
童
館
ｔ
２

　

９
５
─
４
１
１
１
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
古
文

書
を
調
査
し
、
整
理
す
る
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

古
文
書
の
読
解
お

よ
び
学
術
的
・
専
門
的
な
調
査
、

整
理
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー

募
集
し
ま
す

『
児
童
館
臨
時
職
員
』
募
集

歴
史
専
門
調
査
（
古
文
書
調

査
・
整
理
）
臨
時
職
員
募
集

参
加

ご

を

『
町
立
保
育
園
』
園
庭
開
放

『
布
絵
本
を
つ
く
ろ
う
!
』

『
新
規
収
蔵
品
展
』
開
催

『
醤
油
の
仕
込
み
実
演
』を
開
催

春
季
特
別
公
開
「
桂け

い
ぼ
く
じ

木
寺

伝で
ん
し
ゃ
か
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

釈
迦
如
来
坐
像
」

入
間
西
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談 

『
楽
し
い
バ
ラ
の
育
て
方
』

『
普
通
救
命
講
習
会
』

インフォメーション
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～長寿（後期高齢者）医療制度の加入者および
今年度加入予定の国保加入者が対象です～

内容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・

　　医師の診察など

料金　５００円

場所　次のなかから１か所を選択

　　　埼玉医科大学病院健康管理センター、毛呂病院、

　　　長瀬クリニック、根岸内科医院、初野医院、ゆ

　　　ずの木台クリニック、市川医院、越生メディカ

　　　ルクリニック

※健診実施医療機関は、変更になる場合があります。

その場合は、広報もろやまでお知らせする予定です。

定員　各月２5 人

手順　①保健センターに申込み、受診券を受け取る

　　　②医療機関を選び、健診の予約をして受診する

※昭和 11 年４月１日～昭和１2 年３月３１日生ま

れ以外の人で、平成２3 年４月１日以降に長寿（後

期高齢者）医療制度に加入した人は、保健センター

にご相談ください。

■４０歳以上（今年度４０歳になる人を含む）の生
活保護受給中の人の健康診査
　保健センターなどで集団健診（６～１２月）を実

施します。ご希望の人は保健センターまでご連絡く

ださい。健診内容は、長寿（後期高齢者）医療制度

加入者の健診と同じです。

問　保健センターｔ（２９４）５５１１

長寿（後期高齢者）医療制度の加入者
※平成２3 年３月末までに加入している人

昭和11年10月 1日から
昭和12年 3月31日生まれの
国民健康保険加入者

実施月 受　付　日
12 月 11/ ８（火）～18（金）

１月 12/ ６（火）～16（金）

２月 １/ ６（金）～16（月）

実施月 受　付　日
６月 ５/10（火）～20（金）

７月 ６/ 3（金）～13（月）

８月 ７/ 5（火）～15（金）

対象者

どの月でも受診できます

６月～８月に　　受診できます

「健康診査」を実施します

昭和11年4月 1日から
昭和11年9月30日生まれの
国民健康保険加入者

12月～２月に　　受診できます

ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
使
え
る
人

勤
務
日
時　

週
２
日
程
度
（
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

勤
務
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

募
集
人
員　

１
人

採
用
時
期　

５
月
下
旬
か
ら

応
募
方
法　

５
月
10
日
火
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
歴
史

民
俗
資
料
館
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問　

毛
呂
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館

ｔ
２
９
５
─
８
２
８
２

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
町
内

の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
行
う

臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま

す
。
選
考
の
う
え
、
歴
史
民
俗
資

料
館
に
登
録
し
、
調
査
が
あ
る
時

に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格　

①
心
身
と
も
に
健
康

な
人
、
②
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
作
業
に
耐
え
ら
れ
る
人

勤
務
日
時　

調
査
期
間
中
の
火
～

金
曜
日
（
予
定
）
１
日
６
時
間

程
度

勤
務
内
容　

発
掘
調
査
の
現
場
作

業
勤
務
場
所　

町
内

募
集
人
員　

若
干
名

採
用
時
期　

５
月
下
旬
か
ら
（
契

約
期
間
は
６
か
月
以
内
）

応
募
方
法　

５
月
10
日
火
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
歴
史

民
俗
資
料
館
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問　

毛
呂
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館

ｔ
２
９
５
─
８
２
８
２

　

障
害
者
福
祉
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

年
５
回
開
催
（
予
定
）
す

る
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
・
推

進
委
員
会
で
、
意
見
を
述
べ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格　

平
成
23
年
１
月
１
日

現
在
で
20
歳
以
上
の
町
内
在
住

の
人
（
町
議
会
議
員
、
町
行
政

委
員
会
委
員
、
町
職
員
を
除
く
）

募
集
人
員　

若
干
名
（
書
類
選
考

な
ど
に
よ
り
決
定
）

任
期　

平
成
23
年
７
月
か
ら
平
成

24
年
３
月
ま
で
（
予
定
）

応
募
方
法　

５
月
９
日
月
か
ら
５

　

月
13
日
金
ま
で
に
、
応
募
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒

　

３
５
０
─
０
４
９
３
毛
呂
山
町

中
央
２
─
１
役
場
福
祉
課
障
害

福
祉
係
へ
郵
送
（
期
間
内
に
必

着
）
ま
た
は
持
参
。

※
応
募
申
込
書
は
役
場
福
祉
課
窓

口
も
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｈ　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.to
w

n
.m

o

　

ro
ya

m
a
.s

a
ita

m
a
.jp

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
６
・
１
１
７

職
務
内
容　

毛
呂
山
小
学
校
学
童

の
送
迎

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
所

有
者

勤
務
日
数　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
学
校
開
校
日
）
週
３
日
ま
た

は
４
日　

臨
時
職
員
（
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
登
録
者
）
募
集

毛
呂
山
町
障
害
者
福
祉
計
画
策

定
・
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
８
時

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

※
学
校
行
事
な
ど
に
よ
り
勤
務
時

間
の
変
更
お
よ
び
土
日
運
行
が
あ

り
ま
す
。

時
給　

９
０
０
円

採
用
予
定
日　

５
月
下
旬
～
９
月

30
日
金

応
募
方
法　

５
月
10
日
火
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
教
育

委
員
会
教
育
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

面
接
試
験
を
実
施
し

選
考
し
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課　

ｔ
内
線
５
１
２

臨
時
職
員
（
学
童
バ
ス
運

転
手
）
を
募
集
し
ま
す

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771



　ボランティアによっ

て作られた、毛呂山町

の新名所『滝ノ入・ロー

ズガーデン』。今年も

皆さんのお越しをお待

ちしています。

期　間　５月 25 日（水）～６月５日（日）

時　間　午前９時～午後４時

場　所　もろびとの館脇

入園料　３００円

駐車場　無料

※地元農産物を使ったこ

だわり加工食品、苗木な

どの販売。
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色とりどりのバラが咲き競う
滝ノ入バラ祭りへ、ようこそ

毛
呂
駅

毛
呂
本
郷

申・問　役場産業振興課商工観光係　ｔ内線175

日
土
午
後
１
時
～
３
時　

場
／
中

央
公
民
館　

料
／
無
料　

問
／
ｔ

２
９
５
─
８
０
６
７
篠し

の

木き

　

筝こ
と

や
尺
八
で
奏
で
る
美
し
い
邦

楽
の
世
界
!　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
／
５
月
21
日
土
午
後
２
時
開
演

場
／
東
公
民
館
ホ
ー
ル　

料
／
無

料　

主
催
／
初は

つ

音ね

の
会　

問
／
ｔ

２
９
４
─
３
０
６
８
高
橋

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

▽
車
椅
子
２
台
（
地
域
福
祉
貢
献

の
た
め
）

　

川
角
歯
科
医
院　
　
　
　
　

様

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
で
、「
心

を
う
た
う
」
た
ん
ぽ
ぽ
歌
謡
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
今
回
は
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
震
災

義
援
金
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
／
５
月
15
日
日　

開
場
▽
午
前

９
時
30
分
、
開
演
▽
午
前
10
時　

場
／
福
祉
会
館　

料
／
無
料　

問

／
た
ん
ぽ
ぽ
歌
謡
連
合
会
ｔ
２
９

４
─
０
９
７
０
中
山

　

少
数
の
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
光
、

影
、
色
を
求
め
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

日
／
５
月
20
日
金
～
21
日
土
午
前

９
時
～
午
後
５
時　

場
／
中
央
公

民
館
展
示
室　

料
／
無
料　

問
／

２
９
４
─
３
８
１
５
本
郷

　

世
界
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
し
、
少
し
汗
を
か
き
楽
し
く

踊
り
ま
せ
ん
か
？　

新
会
員
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

日
／
毎
週
火
曜
日
午
後
３
時
～
５

時
（
た
だ
し
、
６
月
か
ら
午
後
１

時
～
３
時
）　

場
／
中
央
公
民
館

会
費
／
１
０
０
０
円
（
入
会
金
な

し
）　

問
／
２
９
５
ー
５
５
８
９

佐
藤

日
／
５
月
８
日
日
（
予
備
日
５
月

15
日
日
）
午
前
８
時
30
分
～　

場

／
川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対

／
毛
呂
山
町
在
住
・
在
勤
者　

参

加
費
／
シ
ン
グ
ル
１
３
０
０
円

（
開
催
日
時
に
支
払
い
）　

申
・
問

／
４
月
30
日
土
ま
で
に
、
フ
ァ
ク

ス
で
ｔ
ｆ
２
９
５
─
１
２
０
１
川

井
に
申
込
み

日
に
ち
／
５
月
19
日
木
、
26
日
木
、

６
月
２
日
木
、
９
日
木
、
16
日
木

（
１
回
だ
け
の
参
加
も
可
）　

時

間
／
午
後
１
時
～
３
時　

場
／
総

合
公
園
体
育
館　

参
加
費
／
１
０

０
０
円
（
保
険
代
含
む
、
１
日
の

み
で
も
１
０
０
０
円
）　

指
導
／

毛
呂
山
卓
球
連
盟　

持
ち
物
／
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸

し
出
し
用
有
り
）
・
運
動
の
で
き

る
服
装　

申
・
問
／
５
月
10
日
火

ま
で
に
体
育
協
会
事
務
局
ｔ
２
９

４
─
７
１
０
１
、
ｆ
２
９
４
─
７

１
０
６
に
申
込
み　

※
参
加
費
は
、
開
催
前
日
ま
で
に

体
育
協
会
事
務
局
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
開
催
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

卓
球
連
盟
で
は
、
今
年
度
の
会

員
（
個
人
・
団
体
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
卓
球
連

盟
加
入
の
旨
を
表
記
し
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
左

記
に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

問
／
毛
呂
山
町
体
育
協
会
〒
３
５

０
─
０
４
５
２
毛
呂
山
町
大
谷
木

４
４
３
、
ｔ
２
９
４
─
７
１
０
１
、

ｆ
２
９
４
─
７
１
０
６

日
／
５
月
29
日
日
午
前
８
時
30
分

集
合
・
午
前
９
時
開
会
式
（
予
備

日
６
月
５
日
日
）　

場
／
川
角
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対
／
毛
呂
山

町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
在
住
、
在

勤
の
社
会
人
、
学
生
（
中
・
高
校

生
は
除
く
）　

種
目
／
一
般
男
子
、

一
般
女
子
、
壮
年
男
子
（
45
歳
以

上
）
、
壮
年
女
子
（
45
歳
以
上
）

※
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
は
一

般
男
子
、
一
般
女
子
の
み
と
し
ま

す
。　

参
加
費
／
１
チ
ー
ム
１
０

０
０
円　

申
・
問
／
５
月
20
日
金

ま
で
に
ｔ
ｆ
２
９
４
─
７
９
３
１

毛
呂
山
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
岩

崎
ま
で
申
込
み

　

世
界
の
音
楽
に
乗
っ
て
、
楽
し

く
踊
り
ま
し
ょ
う
!　

仲
間
達
と

共
に
手
を
取
り
、
身
体
も
脳
も
活

性
化
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

ょ
う
。
や
さ
し
い
曲
か
ら
練
習
し

ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

日
／
５
月
18
日
水
、
25
日
水
午
後

３
時
～
５
時
、
５
月
21
日
土
、
28

情
報
交
換

卓
球
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

『
心
を
う
た
う
』
た
ん
ぽ
ぽ

歌
謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表
会

『
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
』

展
示
会

『
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス　

ス
テ
ッ

プ
・
ホ
ッ
プ
』
会
員
募
集

『
春
季
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
』

参
加
者
募
集

『
卓
球
連
盟
』
会
員
募
集

『
第
31
回
町
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
』
出
場
者
募
集

『
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ひ
ま
わ
り
』

初
心
者
教
室
参
加
者
募
集

『
第
７
回
す
ず
ら
ん
邦
楽
コ
ン

サ
ー
ト
』
を
開
催
し
ま
す

インフォメーション
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『スポーツ健康フェア２０１１』　～ 爽やかな汗を流しませんか？ ～
申・問　教育委員会生涯学習課スポーツ振興係　ｔ（295）2112内線523

教室・大会など 実施場所 開催時間 内　　　容

バドミントン教室 メインアリーナ
午後１時～３時

（午後０時３０分から歓迎式典）
元実業団選手（NTT 東日本）によるバドミントン
の技術指導です（近隣市町小・中学生）。

★体力測定
～あなたの現在の体力は～

サブアリーナ 午前９時～ 11 時
埼玉医大理学療法科の協力による体力測定。お子さ
んが学校で行っている新体力テストにチャレンジし
ませんか（先着 30 組）。

健康体操 柔道場 午前 11 時～正午
講師：菊地幸代さん「肩こり解消体操」～ストレス
を解消する呼吸、簡単なストレッチ、姿勢改善の筋
トレで肩こりを解消しましょう�～

★親子体操教室 サブアリーナ
午後１時 30 分　
　　～２時 30 分

４歳～就学前までのお子さんを対象に親子で楽しめ
る体操を行います（先着 30 組）。

★グラウンドゴルフ大会
　（特設コース）

芝生広場 午前９時～正午
６名までのグループでコースを回ります。起伏のあ
る難しいホールにもチャレンジ�　申込みは個人で
も可能です（先着 80 人）。

小学生運動適性テスト グラウンド他 午前９時～正午
５種類の簡単な運動による体力測定です。２年生以
上の小学生なら誰でも参加できます。

★スポーツ自転車基礎講習
入口広場
～宿谷の滝

午後１時～３時
スポーツ自転車で走り始めた人、基礎的なルール・
道路通行のマナー・安全に走る技術を体験しましょ
う�　（先着 20 人）

　春の総合スポーツイベントです。日ごろから身体を動かす習慣をつけましょう�
たくさんの人のご来場をお待ちしています。

日　時　５月８日（日）午前９時～午後３時

場　所　毛呂山総合公園

内　容　歓迎式典アトラクション「武蔵越生高校チアリーダー部」午後 0 時 30 分～

　　　　ペタンク体験　午後 1 時～３時（芝生広場）

　　　　ストラックアウト・スカイクロス　午前 10 時 30 分～正午（体育館前広場）

※体育館内は、体育館シューズが必要です。各大会、体験教室などの参加者は、運動しやすい服装でおいでください。
※体力測定は、健康体操とセットです。（健康体操のみでも参加できます）
※★印に参加を希望する人は、事前に生涯学習課にお申し込みください（４月２１日（木）から申込み受付開始）。

■体験教室・大会に参加しよう�

無料開放施設 場所 時間 内　　　容

★バドミントンコート６面 メインアリーナ 午前９時～ 11 時
４人以内のグループで申込みを受け付けます（先着
12 組）。※１時間単位：原則道具持参のこと。

★卓球台６台 剣道場
午前９時～ 11 時
午後１時～３時

４人以内のグループで申込みを受け付けます（先着
24 組）。※１時間単位：原則道具持参のこと。

■バドミントンコート・卓球台を無料開放します

　肝炎ウイルス検診（４０歳以上で未受診者のみ）のお知らせ
問　保健センター　ｔ（294）5511

時　間　午前８時 45 分～９時

　　※11月14日（月）のみ午後２時30分～３時30分

対　象　満 40 才以上の人（今年度 40 才になる人を

含む）で次の①から⑤の項目のいずれにも当てはま

らない人

　①過去に C 型肝炎ウイルス検査を受けたことがあ

る人

　② C 型肝炎の治療を受けたことがある人・受けて

いる人

　③ B 型肝炎の治療を受けている人

　④大きな手術（開胸手術、開腹手術など）などを受け

たことがあり、定期的に肝機能検査を受けている人

　⑤（女性のみ）妊娠・分娩時に多量に出血したこと

があり、定期的に肝機能検査を受けている人

内　容　血液検査　費　用　無料

月　日 定員 場　所 申込み期間

5 月 31 日火 10 人

保健センター

4 月 26 日火～

5 月 17 日火

6 月 24 日金 10 人
5 月 27 日金～

6 月 10 日金

7 月 13 日水 10 人
6 月 15 日水～

6 月 29 日水

９月２７日火 10 人 福祉会館
8 月 30 日火～

9 月 13 日火

10 月 21 日金 10 人 中央公民館
9 月 22 日木～

10 月 7 日金

11 月 14 日月 25 人 保健センター
10 月 17 日月～

10 月 31 日月

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者
の

認
定
や
資
格
管
理
、
保
険
料
の
決

定
、
保
険
証
の
交
付
、
医
療
費
の

支
給
、
財
政
運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

毛
呂
山
町
で
は
、
保
険
料
の
徴

収
、
保
険
証
の
引
渡
し
、
各
種
申

請
・
届
出
の
受
付
な
ど
、
皆
さ
ん

の
身
近
な
事
務
を
行
い
ま
す
。

・
75
歳
以
上
の
人

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の

障
害
が
あ
る
人
（
申
請
し
て
広
域

連
合
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
）

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
険
証
は
カ
ー
ド
型
で
一
人
に

１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関

な
ど
に
か
か
る
と
き
は
必
ず
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
有
効
期
間
は
、
毎
年

８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

75
歳
に
な
る
人
は
、
75
歳
に
な

っ
た
日
か
ら
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
特
に
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
誕
生
日
前
に
保
険
証
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。

　　

病
院
（
医
療
機
関
）
な
ど
の
窓

口
で
支
払
う
自
己
負
担
は
、
医
療

費
の
１
割
（
現
役
並
み
の
所
得
が

あ
る
人
は
３
割
）
で
す
（
負
担
し

て
い
た
だ
く
割
合
は
保
険
証
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
か

か
っ
た
医
療
費
を
一
度
全
額
自
己

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
必

要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
（
１
割

ま
た
は
３
割
）
を
除
い
た
額
が
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

①
急
病
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情

で
、
保
険
証
を
持
た
ず
に
医
療

機
関
な
ど
に
か
か
っ
た
と
き
の

費
用

②
輸
血
し
た
と
き
の
生せ

い
け
つ
だ
い

血
代

③
医
師
が
必
要
と
認
め
た
治
療
用

　

装
具
（
コ
ル
セ
ッ
ト
、
義
足
な

　

ど
）
の
費
用

④
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
、

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

費
用
（
代
理
受
領
以
外
）

⑤
骨
折･

ね
ん
ざ
な
ど
で
施
術
を

受
け
た
柔
道
整
復
師
の
費
用

（
保
険
を
取
り
扱
っ
て
い
る
柔

道
整
復
師
に
つ
い
て
は
、
一
部

負
担
金
で
施
術
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

⑥
海
外
旅
行
中
に
医
療
機
関
な
ど

に
か
か
っ
た
と
き
の
費
用

　　

被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と

き
は
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
人
に

５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
葬
祭
を
行
っ
た
証
明
書
類
（
会

　

葬
礼
状
、
領
収
書
な
ど
）

・
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
保
険
証

・
葬
祭
を
行
っ
た
人
の
印
か
ん

・
葬
祭
を
行
っ
た
人
の
振
込
先
口
座

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害

者
）
に
よ
る
行
為
で
ケ
ガ
な
ど
を

し
た
場
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
広
域
連
合
で
治
療

に
か
か
る
費
用
を
一
時
的
に
立
て

替
え
、
あ
と
で
加
害
者
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
治
療

を
受
け
る
と
き
は
、
保
険
証
、
印

か
ん
を
持
っ
て
、
「
第
三
者
の
行

為
に
よ
る
被
害
届
」
の
手
続
き
を

速
や
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

～
示
談
を
す
る
と
き
は
慎
重
に
～

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　

医
療
係
ｔ
２
９
５
｜
２
１
１
２

　

内
線
１
２
４
・
１
２
５　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

こ
の
制
度
は
、
埼
玉
県
内
の
全
市
町
村
で
構
成
す
る
「
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以

下
「
広
域
連
合
」）
」
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
と
町
の
事
務

対
象
と
な
る
人
（
被
保
険
者
）

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）

75
歳
に
な
る
人

窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合

療
養
費

葬
祭
費
の
支
給

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き

インフォメーション
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平成23・24年度　指名参加願い（追加）申請を受付ます

平成23年度　町税・保険料口座振替日のお知らせ
問　役場　ｔ（295）2112　町税に関すること　税務課納税係　内線 193・194
　　　　　　　　　 　　　　　保険料に関すること　高齢者支援課保険料係　内線 158・159

納期限および口座振替日一覧

　飯能信用金庫・中央労働金庫・いるま野農業協同組

合・ゆうちょ銀行

●申し込み方法
　①預貯金通帳、②通帳の届出印、③納税（納入）通

知書をお持ちのうえ、金融機関または役場窓口にて、

「口座振替依頼書」で申し込みます。

　※町外の金融機関には、「口座振替依頼書」があり

ませんので、ご連絡いただければ郵送いたします。 

　平成 23 年度の町税・保険料の口座振替日は下記の

とおりです。

●口座振替ができる町税・保険料
　町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険

税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

●口座振替ができる金融機関
　埼玉りそな銀行・みずほ銀行・三井住友銀行・りそ

な銀行・武蔵野銀行・東和銀行・埼玉縣信用金庫・

税目・保険料／月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期

軽 自 動 車 税 １期

固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期

国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

口 座 振 替 日 5/27 6/27 7/27 8/29 9/27 10/27 11/28 12/26 1/27 ２/27

納 期 限 ５/31 6/30 ８/ １ 8/31 9/30 10/31 11/30 12/26 １/31 ２/29

受付期間　５月 9 日（月）～５月 20 日（金）
受付時間　午前９時～午後４時 30 分（昼休みを除く）
場　　所　埼玉教育会館（浦和区高砂３－ 12 － 24）
申請方法　書類による申請のみ。対面審査を行います。
　郵送または電子申請による受付はありません。
※４月 28 日（木）までに事前の予約が必要です。
【新規】
　新規登録を希望する事業者については、県の登録希望
の有無に係らず、上記期間中、県において受付を実施し
ます（町の窓口による個別の受付は行いません）。
【自治体追加・希望業種追加】
　申請日現在、電子入札共同システムに登録している全
ての事業者は、上記期間中、県において参加希望業務の
追加受付を実施します（町の窓口による個別の受付は行
いません。また、電子申請による受付も行いません）。

　埼玉県および町では、平成 23・24 年度建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理業務の入札参加資格審
査に係る申請受付（追加受付）を下記により実施します。なお、受付は、埼玉県電子入札共同システム参加自治体
との共同窓口で行います。

建設工事に係る入札参加資格者の格付
　建設工事請負に係る入札参加資格者については、「平
成 23・24 年度建設工事請負等競争入札参加資格者格
付要領」に基づき格付を実施し、公表します。

参加資格の有効期間
　平成 23 年７月１日から平成 25 年３月 31 日まで
※申請書類、受付時間、会場、説明資料などの詳細は、
埼玉県電子入札共同システムホームページで確認して
ください。
ｈ http://www.pref.saitama.lg.jp/page/2324
tuika1.html
※指名参加願い（追加）申請にかかる内容は町ホーム
ページでもご覧になれます。
ｈ http://www.town.moroyama.saitama.jp

問　埼玉県総務部入札審査課　ｔ 048（830）5771、役場管財課契約係　ｔ（295）2112 内線 541

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。

※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

　問　老人福祉センター山根荘ｔ（２９４）５５４５

山根荘趣味の会定例行事 リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・うさぎ（有料）・室内乗馬器具（有

料・相談）・電動介護ベッド（中

古・無料）・ミシン、なべ 20 点

セット（中古・無料）・日本サク

ラソウ苗（無料）

●ゆずってほしい品物
・CD ラジカセ（有料）・車イス（中

古・相談）

　紹介したい品物がありました

ら、お気軽にお申し込みくださ

い。また、交渉が成立した場合

には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係
　　　　ｔ内線 175

5 月の休館日
  １日  ３日  ４日  ５日  ７日  ８日
14日15日21日22日28日29日

ゲ ー ト ボ ー ル   ２日  ９日23日

ペ タ ン ク 16日

声 を 出 す 会 18日

謡 寿 会 10日24日

民 踊 同 好 会   ９日23日

俳 句 の 会
13日27日【季語 端午（たんご）、
麦（むぎ）】

囲碁・将棋の会
  ６日11日13日18日20日25日
27日

お 茶 の 会   ６日20日

茜 会（ お 花 ）  ９日23日

ダンス同好会   ６日20日

ぎんれい会(大正琴)   ６日20日

三味線・民謡の会 12日26日

手 芸 の 会 11日25日

カ ラ オ ケ 同 好 会
  ２日16日
（厚年カラオケ）27日

吟 友 会 11日25日

書 道 の 会 11日25日

舞 わ か ば 会 11日25日

FD カ ト レ ア 13日27日

健康体操3B体操 16日

楓 会 13日

押 し 花 の 会   ２日  ９日

光 華 の 会   ９日23日

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　町では、３月１１日に発生した東日本大震災による被
災者への支援を行なうため、義援金箱を設置しています。
皆様のご協力をお願いいたします。
義援金箱の設置場所　役場１階各課窓口、中央公民館・
　東公民館、図書館、保健センター
※受付時間は各施設とも開館時間内となります。
義援金受付期間　９月３０日（金）まで
※皆様からご協力いただいた義
援金は、日本赤十字社埼玉県支
部を通して送金させていただき
ます。
※義援金詐欺の被害が発生して
おりますので、ご注意ください。

問　役場福祉課地域福祉係
　　ｔ内線１１１・１１２ 

節電にご協力ください　

　東京電力は、節電の協力や発電所の復旧などにより、

電力の需給バランスが改善していることから、計画停電

を「原則実施しない」と発表しました。

　しかしながら、夏期には、最大電力が供給力を上回り、

大幅な電力不足が生じると見込まれています。

　このため、住民の皆様には、引き続き不要な照明や電

気機器の使用を控え、徹底した節電にご協力をお願いし

ます。また、企業につきましても、削減目標を掲げるな

どして、節電にご協力くださるようお願いします。

　　　鎌北湖新緑まつり中止のお知らせ
　５月１４日開催予定の「鎌北湖新緑まつり」は、中
止になりましたのでお知らせします。

問　毛呂山町観光協会事務局（役場産業振興課内）
　　ｔ（２９５）２１１２内線１７５

毛呂山町へ避難された方へ

　地震・津波・原発により毛呂山町へ避難された方は、
埼玉県を通じてお住まいになっていた県へ避難している
ことを報告しますので、下記担当までご連絡ください。

問　役場企画財政課ｔ内線 321

東日本大震災に伴う義援金箱の設置について

　国税に関するご相談等は被災地の税務署以外に避難先
の税務署でも受けられます。また、申告済み還付金の支
払い時期等の確認および納税証明書の交付申請について
も同様です。

問　川越税務署ｔ（２３５）９４１１

避難された方の現状確認について

国税に関するご相談等について

　　　毛呂山町の水道水は安全です
　3 月 31 日、町の水道水について、第２回目の放射
線量測定を行いました。その結果、放射性ヨウ素、放
射性セシウムともに不検出となりましたのでお知らせ
します。

問　役場水道課ｔ内線１６０

東日本大震災関連情報掲示板
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問　保健センター　ｔ（294）5511

　町では、４月１日から子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの全額助成を開始します。なお、
これらの予防接種は、予防接種法に基づかない任意の予防接種となります。予防接種による効果や副反応、健康被害救
済制度などをよく理解し、対象や内容をご確認のうえ、指定医療機関で接種を受けてください。

※柴﨑皮膚科医院、根岸内科医院、初野医院、毛呂病院では子宮頸がんワクチン以外の接種は受け付けていません。

※指定医療機関は変更になることがあります。なお、かかりつけの人のみ接種する場合があります。
※いずれも予約制です。
※子宮頸がんワクチンは、予約が殺到し、一時的に新規接種ができない場合があります。

【表２　町指定医療機関】（指定医療機関以外で助成は受けられません）

①ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン予防接種
 対　　象　接種日時点で毛呂山町在住の生後２か月から５歳未満のお子さん

 助 成 額　接種費用の全額公費負担（町指定医療機関（表２）に限ります）

 申　　請　事前に保健センターで予診票を申請してください。

 接種方法　町指定医療機関に予約のうえ、予診票および母子手帳を持参して接種を受けてください。

 実施期間　平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日

※年齢により接種回数（表１参照）が異なります。すでに接種された分の払い戻しはありません。ただし、４月１日以降、

町指定の医療機関で接種し、実費を支払った人は、町補助基準額の範囲で払い戻しができます。　

子宮頸
けい

がんワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン
接種費用の全額助成を始めます

②子宮頸がんワクチン予防接種の内容について
 対      象　接種日時点で毛呂山町在住の中学校１年生から高校１年生相当の女子

 助 成 額　接種費用の全額を公費負担（町指定医療機関（表２）に限ります）

 申　　請　事前に保健センターで予診票を申請してください。

 接種方法　町指定医療機関に予約のうえ、予診票および母子手帳を持参して接種を受けてください。

 実施期間　平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日

※すでに接種された分の払い戻しはありません。ただし、４月１日以降、町指定の医療機関で接種し、実費を支払った

人は、町補助基準額の範囲で払い戻しができます。

【子宮頸がんワクチンの接種スケジュール】
　  子宮頸がんワクチン予防接種は、半年間の期間で計３回接種します。

　  ①初　回　②２回目（初回から１か月後）　③３回目（２回目から５か月後）

種類 対　象　者 接種回数 備　　　考
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

 初回接種が生後２か月以上７か月未満
初回接種３回  ４～８週間を空けて３回接種します

追加接種１回  ３回目から概ね１年後に１回接種します

 初回接種が生後７か月以上１２か月未満
初回接種２回  ４～８週間を空けて２回接種します

追加接種１回  ２回目から概ね１年後に１回接種します

 初回接種が１歳以上５歳未満 １回

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

 初回接種が生後２か月以上７か月未満
初回接種３回  ２７日以上を空けて３回接種します

追加接種１回  ３回目から６０日以後に１回接種します

 初回接種が生後７か月以上１２か月未満
初回接種２回  ２７日以上を空けて２回接種します

追加接種１回  ２回目から６０日以後に１回接種します

 初回接種が１歳以上２歳未満 ２回  ６０日以上空けて２回接種します

 初回接種が２歳以上５歳未満 １回

【表１　ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの接種スケジュール】

医療機関名 所在地 電話番号 医療機関名 所在地 電話番号
埼玉医科大学病院 保健センターまでお問い合わせください。 愛和病院 川越市古谷上 983-1（235）8811

柴﨑皮膚科医院　※ 中央 4-19-12（295）6628 浅羽クリニック 坂戸市浅羽 991-1（284）1114

長瀬クリニック 川角 133-6 （295）0708 坂戸西診療所 坂戸市北峰 33 （289）5111

根岸内科医院　　※ 下川原 171 （295）3959 渋谷こどもクリニック 坂戸市日の出町 6-25 ﾏｽﾔﾋﾞﾙⅢ 3F（284）1881

初野医院　　　　※ 長瀬 718 （294）7713 藤井小児科医院 坂戸市千代田 4-14-12（283）7272

平間小児科医院 旭台 89-1 （295）2655 厚友クリニック若葉 鶴ヶ島市富士見 1-9-34（272）3903

毛呂病院　　　　※ 毛呂本郷 38 （276）1496 しんまちクリニック 鶴ヶ島市新町 2-23-23（271）6154

ゆずの木台クリニック 中央 2-5-5 （295）5158 鶴ヶ島医院 鶴ヶ島市脚折 1864-7（285）0179

市川医院 越生町越生 981 （292）3011 若葉こどもクリニック 鶴ヶ島市藤金 333-2（279）0070

越生メディカルクリニック 越生町黒岩 199-1（277）1119 芳村医院 日高市上鹿山 80-13 042（985）1433

鳩山第一クリニック 鳩山町松ヶ丘 3-7-2（296）6800 こどもクリニックいとう小児科 東松山市岩殿 110-6 0493（34）4145

福島内科 鳩山町楓ヶ丘 4-17-8（298）0600

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、
救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

乳幼児健診　※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　

10か月児健診

１歳６か月児健診　

３歳児健診

※年間予定表と一部異なっていますので、ご注意ください。

乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

三種混合　

ポリオ

日本脳炎

　 〃

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　5月11日（水）10:15～11:30（受付は10:00～10:15）

内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流

対　象　３か月～１歳３か月の第一子

成人健康相談（心と体の相談）
5月30日（月）  9:30～11:30　場役場ホール

5月18日（水）  9:00～12:00　場保健センター

※心の相談は来所前にご予約ください。

老人健康相談（山根荘利用者のみ）

5月17日（火）  9:30～11:30　場山根荘

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9:00～17:00

 母親学級　　　
日　時　６月10日（金）、20日（月）、27日（月）、７月9日（土）

　　　　13：30～16：00ごろ

対　象　初妊婦

申込み　５月９日（月）から（先着20人）

初めてお父さんになる人も大歓迎!

５月の在宅当番医　9:00～ 12:00
日にち 医療機関名 専　科 住　　所 電　話
5/3( 祝 ) 長瀬クリニック 内科・小児科 川角133-6 295-0708
5/4( 祝 ) 越生メディカルクリニック 内科 越生町黒岩199-1 277-1119
5/5( 祝 ) ゆずの木台クリニック 内科・小児科・眼科 中央 2-5-5 295-5158

日　時　５月12日（木）

　　　　13：10～16：00（受付は13:10～13:20）

対　象　平成20年６月～平成21年４月生まれの子

持ち物　母子健康手帳･タオル･歯ブラシ･コップ

申込み　４月25日（月）から（先着40組）

内　容　歯と栄養の話、歯科検診、歯みがき指導、

　　　　希望者に栄養相談

日　時 ５月12日（木）５月12日（木）

２歳児歯科教室

H22.12生まれの児
こ

H22.6生まれの児

H21.9生まれの児

H19.10生まれの児

５月16日（月）対

５月13日（金）対

５月18日（水）対

５月17日（火）対

５月11日（水）申

５月10日（火）申

５月27日（金）申

５月24日（火）申

５月 ９日（月）申

５月23日（月）申

5/ ２（月）から

4/28（木）から

5/20（金）から

5/17（火）から

4/27（水）から

5/16（月）から

乳・子宮頸
けい

がん検診（受診回数／２年に１回）

　　　　6 月 29 日（水）午後

対　象　乳がん /40 歳以上、子宮頸がん /20 歳以上

費　用　乳がん /600 円、子宮頸がん /500 円

申込み　5 月 6 日（金）から受付（定員になり次第締切）

　　　　当日の受付時間は申込み時にお知らせします。

※生活保護受給世帯の人は無料となります。申込み時に

お申し出ください。

※お子さんの保育スペースあります。

胃がん検診・胸部 X 線検診（肺がん・結核）（受診回数 / 年１回）

　　　　6 月 9 日（木）午前

対　象　40 歳以上

費　用　胃がん /600 円

　　　　胸部X線検診 /200 円（喀
かくたん

痰細胞検査 /500 円）

申込み　5 月 23 日（月）から受付（先着各 120 人）

日　時

日　時

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511

保健センターからのお知らせ

 健康相談

 検　診

子ども

毛呂山中学校 1年生　5月 31 日（火）、6 月 1 日（水）

川角中学校１年生　　６月 29 日（水）、30 日（木）

           各中学校　　　     学校を通じて通知します。

※上記以外の中・高校生は 7 月以降に実施します。

場　所 申込み

中学生・高校生の麻しん・風しん混合（ＭＲ）予防接種

　埼玉県では、「８０歳になっても自分の歯を２０本

以上残そう!」という「８０２０運動」を展開してい

ます。

　その一環として、入間郡市歯科医師会主催のコン

クールを開催しますので、ふるってご参加ください。

　　　　６月５日（日）午前１０時～正午

　　　　坂戸市立市民健康センター

　　　　（坂戸市石井２３２７ー３）

　　　　坂戸保健所管内に在住し、８０歳以上（平成

２３年４月１日現在）で、自分の歯が２０本以上あ

る健康な人（ただし、過去に表彰を受けたことのあ

る人を除く）

　　　　当日、口腔内診査および面接を行い、入間郡

市歯科医師会長が表彰いたします。

　　　　５月１９日（木）までに、保健センターまた

は歯科医師会会員の歯科医院にお申し込みください。

日　時

場　所

対　象

審査等

申込み

第19回「８０２０よい歯のコンクール」

当日の受付時間は申込み時にお知らせします。
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保健センターからのお知らせ

５月の相談コーナー

法律相談  人権・行政相談 心配ごと相談
 

 教育相談 消費生活相談
 

■弁護士（要予約）

　５月12日木、23日月
　13:30～16:00

■行政書士
　５月18日水
　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、金

銭貸借や補償、相続問題な

ど

５月12日木13:30～16:00

場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　ｔ内線314
　人権問題・行政に関する苦情など

月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ（295）2525

　不登校、いじめ、しつけなど

毎週水曜日　10:00～15:00
場　所　役場相談室１
問合せ　産業振興課商工観光係
　ｔ内線175
　違法な契約や商品の苦情など

毎週水曜日 10：00 ～正午
場　所　福祉会館
問合せ　社会福祉協議会
　　　　ｔ（295）3111
　生活上の悩み、困りごとなど

軽自動車税　　  １期

固定資産税　　  １期

税金・保険料は納
期限内に忘れずに
納めましょう！

５月の納期限

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 7児 図歴児体 児 児 図歴児

・休日納税・納入窓口
　場役場
・６月分総合公園
　予約日
　場総合公園
・トレーニング機器説明会
　場総合公園

・光山小学校開校
　記念日
・園庭開放
　場旭台保育園
　→P12

・こどもの日イベント
　場児童館→P8
・体育施設
　６月分調整会議
　場総合公園

8 9 10 11 12 13 14児 図歴児体

・スポーツ健康フェア
　場総合公園→P15
・泉野小学校開校 
　記念日

・園庭開放
　場若草保育園
　→P12

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P8
・入間西障害者相談支援
　センター出張相談
　場役場相談室
　→P12
・楽しいバラの育て方
　場図書館→P12
・つくしんぼサロン
　場保健センター
　→P20

・子育てサロン
　場東公民館

・父親クラブ
　場児童館→P8
・子ども映画会
　場図書館→P8

15 16 17 18 19 20 21児 図歴児体

・春の清掃日 ・園庭開放
　場上町保育園
　→P12

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P8

・布絵本をつくろう
　場図書館→P12

・町立中学校体育祭
　場各町立中学校

22 23 24 25 26 27 28児 図歴児体

・醤油の仕込み実演
　場歴史民俗資料館
　→P12

・幼児クラブ
　火曜コース
　場児童館
　→P8

・布絵本をつくろう
　場図書館→P12
・幼児クラブ
　木曜コース
　場児童館→P8
・子育てサロン
　場福祉会館

・おはなし会
　場図書館→P8

29 30 31児 図歴児体 図

・休日納税・納入窓口
　場役場→P10

・幼児クラブ
　火曜コース
　場児童館
　→P8

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、
大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、
西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク

場＝場所



　

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

徒然歳時記

　３月１１日に発生した東日本大震災で被災された皆様に

心からお見舞い申し上げます。町では、被災された皆さんを

支援するため、義援金箱を設置しています。一人ひとりの力

は小さくても、皆で力を合わせれば大きな力になる。そう信

じています。ぜひ、皆さんの善意をお寄せください。　（Y）

　「春
しゅんみん

眠、暁
あかつき

を覚えず。」お馴
な じ

染みのこの言
葉は、「春の眠りは心地よいので、朝が来た
ことに気づかず寝過ごしてしまう」という使
われ方が一般的です。でも、実はもうひとつ
の解釈があります。「春は、冬に比べて日の
出の時刻が早まるので、日の出に気づかなく
なってしまった」という解釈です。この言葉
を始めて使った詩人、孟

もうこうねん

浩然がどちらの意味
で使ったかは定かではありませんが、いずれ
にせよ、春は眠気を誘う季節です。
　春に眠くなる最も大きな原因は、新陳代謝が活発になること
により、ビタミンＢ１が不足しがちになるためであるといわれ
ています。また、入学や入社、異動などで環境が大きく変化す
ることも、疲れや眠気の原因になるようです。
　では、朝すっきり目覚めるためにはどうすればよいのでしょ
うか。それには、まず、日没後は出来るだけ強い光を避けるこ
とです。脳の中で作られるメラトニンというホルモンは、深い
眠りをもたらす物質ですが、光を感じると分泌が抑えられてし
まうといわれています。寝る前に、テレビや携帯電話、パソコ
ンの画面を見ることはなるべく控えましょう。
　また、朝に自分なりの楽しみを用意しておくことも目覚めや
すくなる効果があります。好きな趣味を朝にする、お気に入り
の服を着る、朝ごはんに好きなものを食べる、花を見ながら散
歩するなどです。皆さんもぜひ、小さな工夫を取り入れて、眠
い春の朝を楽しく過ごしてみてください。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

春眠

現在の風景

人口 36,353 人（－ 90 人）
【男 18,100 人（－ 49 人）　女 18,253 人（－ 41 人）】
世帯 15,695 戸（－ 9 戸）
※平成 23 年 4 月１日現在（カッコ）内は前月比

　毛呂川にかかる冠水橋（現在も同様の名称で残存）の写真です。

その名のとおり、増水時には、橋そのものが水をかぶり障害物を下

流へと流す機能を果たしていました。現在は、「あいあい園」の下

流にかかる橋の下に当時の面影が残されています。

●お知らせ●
　長い間、広報もろやまの裏表紙の顔
として続けさせていただいている毛呂
山思い出写真館は、掲載可能な写真が
不足しているため、今後の掲載継続が
難しくなっています。昭和６０年代ご
ろまでの昔の写真が皆さんの家庭にも
眠っていませんか？　写真を貸してい
ただける方は、役場秘書広報課広報広
聴係ｔ(２９５)２１１２内線３３２ま
でご連絡ください。

　

　裸でも元気いっぱ
いな楓大!　最近で
は電車やバイクの本
を見せると大喜び。

大きくなったらみんなでバイクツーリングした
いね。

石井　楓
ふうた

大くん
　（６か月）

　ゆなはおしゃべり

が、かなはハイハイ

が上手になりました。ゆながかなと遊んでくれ

るのでママは助かっています。

　　やりすぎな時もありますけどね（笑）

大野　夢
ゆ な

奈ちゃん
　（２歳９か月）

　　　華
か な

奈ちゃん
　（10か月）

滝ノ入冠
かんすい

水橋
昭和４７年９月
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